
 

先日、開館3周年を迎えた「北の映像ミュー

ジアム」（中央区北1西12）に 35ｍｍ映写機を

寄贈いたしました。私の実家、士別市の映画

館「テアトル銀映（のちに銀映劇場）」で 20 年

間使用されていたものです。祖父の代から映

画館を経営し父、そして兄が継いできました

が、もう30年前に廃業いたしました。他の道内

の映画館同様、家庭でのテレビや、ビデオの

普及、娯楽の多様化等による時代の波には

逆らえず、それでも全盛期に４館あった士別

市内の、唯一残る映画館として頑張ったもの

の館主（父）の急死や、消防法の改正などに

より、その灯は消えてしまいました。 

廃業後、館の後ろ側半分（スクリーン側）を

解体し、母が、アパートを建て経営いたしまし

た。劇場前側の一部には、私たちが住む住宅

があったため残しました。実家が映画館で…

と話をすると、「まるで、ニュー・シネマ・パラダ

イスみたいですね！」とよく言われます。まさし

く同じ想いですが、あの少年トトと違うのは、映

画館が自宅だった事です。その当時、オール

ナイト上映もあり、毎夜映画のトーキー（音声）

を聞きながら寝ていたものです。札幌などで

は自宅が一緒になっている事などあり得ない

話かと思います。もし自宅兼劇場でなかったら

映写機もとっくに廃棄して、今回の寄贈もなか

ったでしょう。廃業から 30 年経過し、老朽化も

酷く、また母も急死した事から、以前から考え

ていた「映写機の寄贈」を決めました。 

 

2 年前に初めて友人と「北の映像ミュージア

ム」を訪問した際に、「35ｍｍの映写機を宜し

ければ寄贈したいのですが…」と話したところ、

「カーボン式ですか？！探していたのです

よ！」と意外な好反応で驚きました。このカー

ボン式（アーク式）映写機は 1963 年製で、当

時の道内では殆んどの小屋（館）で使ってい

た主流の機械でした。光源はプラスとマイナス

の炭素棒（カーボン）を燃焼させ、その灯りが

35ｍｍフィルムに命（光）を与えるのです。ラン
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実家の「士別銀映」前で、経営を手伝っていた
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プの灯りよりもるく映写でき、柔らかい光といわ

れています。 

昨年春に、ミュージアムの方々が札幌から

士別へ来られ、その中に日本映画名作祭でも

お世話になっている松本さんもおられ、「これ

は凄い、素晴らしい映写機だ！」と絶賛され、

ミュージアム保存に拍車がかかりました。その

後、移設費用の寄付金募集も始まり、遂に本

年 8 月に東京の映写機の専門家お二人の都

合もつき実現の運びとなりました。 

 

「テアトル銀映」は、洋画・邦画を含め様々 

なジャンルの映画を上映していました。娯楽

作品、名作映画、ドキュメンタリー作品、ポルノ

映画（洋・邦）などの他、劇場として旅芝居、浪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲、歌謡ショー、ストリップなどの実演も多数 

上演しており、道北の大衆文化の一翼を担っ

ていた小屋であったと思います。展示された

映写機は、これらの作品を映し続け、また観

続けてきた映写機であり、映画が最大の娯楽

だったころの生き証人でもあります。 

 

8 月 27日道新夕刊に、映写機がミュージア

ムに設置された記事が載りました。偶然にも母

の命日でした。祖父の時代から三代続いた劇

場でしたが、最後に映写機を回していた母の

想いも感じ、運命的な何か不思議なものを感

じております。この映写機をぜひ沢山の皆さま

にご覧いただき、かつての活気ある時代を懐

かしんでいただけたら幸いです。 


